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報
　
告

二
〇
一
七
年
度
大
会
の
概
況

　

日
本
思
想
史
学
会
二
〇
一
七
年
度
大
会
は
、
十
月
二
十
八
日

（
土
）・
二
十
九
日
（
日
）
の
両
日
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
日
目
の
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
研
究
発
表
の
発
表
者
と
発
表

題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
第
一
部
会
〉 

　
研
究
発
表

　

1
、
松
宮
観
山
の
神
儒
仏
三
教
思
想
に
お
け
る
「
道
」
と
「
教
」

�

（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
大
学
院
）
宋　
　
　

琦

　

2�

、
近
世
武
士
道
論
の
系
譜
と
「
武
士
」
統
制
─
山
鹿
素
行
の
場

合
─�

（
中
国
・
西
安
外
国
語
大
学
）
中
嶋　

英
介

　

3
、
親
鸞
に
お
け
る
法
然
門
下
で
の
「
綽
空
」
改
名
の
真
相

�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
梅
原　
　

博

　

4
、
日
韓
禅
師
た
ち
の
浄
土
観
─
道
元
と
知
訥
を
中
心
に
─

�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
丁　
　

濟
㡕

　

5
、
如
来
教
説
教
の
想
像
力
と
し
て
の
近
世
親
鸞
伝

�

（
国
立
民
族
学
博
物
館
）
石
原　
　

和

　

6�

、
古
代
神
宮
祭
祀
と
律
令
神
祇
祭
祀
─
太
玉
串
と
幣
帛
の
観
念

を
中
心
と
し
て
─�

新
田
佳
惠
子

　

7�

、
思
想
史
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
─
中
世
と
近
世
を
つ
な
ぐ
も

の
─�

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
末
木
文
美
士

　

8�

、
一
条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
お
け
る
解
釈
学
と
そ
の
意

義�

（
東
京
大
学
）
徳
盛　
　

誠

　

9�

、
世
阿
弥
の
能
楽
論
に
お
け
る
道
学
の
反
映
序
論
─
そ
の
引
用

と
用
語
指
摘
を
中
心
に
─�

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
）
重
田　

み
ち

　

10
、
為
顕
流
歌
伝
書
の
検
討
─
秘
伝
化
す
る
古
今
注
─

�

（
北
海
学
園
大
学
）
鈴
木　

英
之

　

11�

、
信
長
の
現
実
的
「
勤
皇
」
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
─
白
石
・
山

陽
・
蘇
峰
─�

（
防
衛
大
学
校
）
井
上　

泰
至

　

12�

、
源
豊
宗
の
「
秋
草
の
美
学
」
─
矢
代
幸
雄
の
美
術
史
学
と
比

較
し
て
─�

（
関
西
大
学
）
施　
　
　

燕

〈
第
二
部
会
〉

　
研
究
発
表

　

13�

、
対
馬
藩
儒
満
山
雷
夏
（
一
七
三
六
〜
九
〇
）
の
藩
屛
論
と
礼
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制
論�

（
立
命
館
大
学
）
松
本　

智
也

　

14
、
佐
藤
一
斎
の
「
天
」
─
本
居
宣
長
以
後
の
超
越
者
観
念
─

�

（
岩
手
大
学
）
中
村　

安
宏

　

15
、
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
『
顕
偽
録
』
再
考

�

（
国
際
基
督
教
大
学
）
久
保　
　

誠

　

16�

、
中
国
伝
来
教
化
歌
謡
の
受
容
─
『
六
諭
衍
義
』
詩
篇
を
一
例

と
し
て
─�

（
立
命
館
大
学
）
殷　
　

暁
星

　

17
、
蟹
養
斎
の
礼
楽
思
想
に
つ
い
て
─
楽
を
中
心
と
し
て
─

�

（
関
西
大
学
）
榧
木　
　

亨

　

18�

、
荻
生
徂
徠
の
「
古
文
辞
学
」
に
関
す
る
再
考
─
明
代
儒
学
と

の
か
か
わ
り
か
ら
み
る
─�

（
立
命
館
大
学
大
学
院
）
石　
　
　

運

　

19�

、
太
宰
春
台
『
経
済
録
』
お
よ
び
『
経
済
録
拾
遺
』
を
再
考
す

る�

（
学
習
院
大
学
）
許　
　

家
晟

　
パ�

ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
の
幕
末
維
新
─
交
錯
す
る

宗
教
世
界
─

�

（
金
城
学
院
大
学
）
桐
原　

健
真

�

（
一
橋
大
学
大
学
院
）
青
野　
　

誠

�

（
慶
應
義
塾
大
学
）
上
野　

大
輔

�

（
愛
知
学
院
大
学
）
林　
　
　

淳

〈
第
三
部
会
〉

　
研
究
発
表

　

20�

、『
高
嶺
遺
稿
』
中
の
「
支
那
哲
学
」
ノ
ー
ト
に
お
け
る
井
上

哲
次
郎
「
東
洋
哲
学
史
」
講
義
に
つ
い
て

�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
水
野　

博
太

　

21
、「
現
象
即
実
在
論
」
と
明
治
日
本
の
近
代
性

�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
郭　
　

馳
洋

　

22
、『
国
体
論
史
』
編
述
者
・
清
原
貞
雄
の
国
体
論

�

（
國
學
院
大
學
）
藤
田　

大
誠

　

23�

、
明
治
四
〇
年
代
の
『
平
家
物
語
』
研
究
─
山
田
孝
雄
と
館
山

漸
之
進
を
中
心
に
─�

（
熊
本
大
学
）
鈴
木　

啓
孝

　

24
、
福
沢
健
全
期
『
時
事
新
報
』
の
署
名
入
社
説
に
つ
い
て

�

（
静
岡
県
立
大
学
）
平
山　
　

洋

　

25�

、
三
上
参
次
の
歴
史
意
識
─
同
時
代
史
認
識
の
観
点
か
ら
の
一

考
察
─�

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
中
学
高
等
学
校
）
池
田　

智
文

　

26�

、「
国
民
多
数
の
幸
福
」
の
た
め
の
法
典
─
梅
謙
次
郎
に
お
け

る
経
済
と
法
─�

（
尚
絅
学
院
大
学
）
石
澤　

理
如

　

27
、
新
渡
戸
稲
造
の
「
幸
福
論
」
と
社
会
認
識

�

（
東
京
大
学
大
学
院
）
朴　
　

輪
貞

　

28
、
島
地
大
等
の
「
本
覚
思
想
」
概
念

�

（
創
価
大
学
）
前
川　

健
一

　

29�
、
近
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
外
交
─
水
野
梅
暁
の
活
動
を
例

と
し
て
─�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
簡　
　

冠
釗

　

30
、
宮
沢
賢
治
の
改
宗
問
題
─
信
仰
と
家
族
観
か
ら
─

�

（
筑
波
大
学
大
学
院
）
牧
野　
　

静

日本思想史学50-報告・新入会員【初校】　　［出力］ 2018年9月21日　午後2時38分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学50〈2018〉　254

  
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
研
究
発
表
終
了
後
に
総
会
が
行
わ
れ
、
評

議
員
よ
り
二
〇
一
六
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
二
〇
一
七
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。
ま

た
、
会
長
か
ら
第
十
一
回
日
本
思
想
史
学
会
奨
励
賞
の
発
表
と
授
与

が
行
わ
れ
た
。
受
賞
業
績
は
次
の
作
品
で
あ
る
。

　

長�

尾
宗
典
『〈
憧
憬
〉
の
明
治
精
神
史
─
高
山
樗
牛
・
姉
崎
嘲
風

の
時
代
─
』

　

永
岡
崇
『
新
宗
教
と
総
力
戦
─
教
祖
以
後
を
生
き
る
─
』

　

引
き
続
き
、
生
協
第
二
食
堂
に
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
二
日
目
は
「
対
立
と
調
和
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。

　
午
前
の
部

　
　
　

司　
　

会�

（
国
士
舘
大
学
）
竹
村　

英
二

　
　

第
1
セ
ッ
シ
ョ
ン　

宗
教
と
社
会

　
　
　

報
告
者�

（
日
本
学
術
振
興
会
）
永
岡　
　

崇

�

（
東
北
大
学
）
オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

　
　

第
2
セ
ッ
シ
ョ
ン　

東
ア
ジ
ア
と
日
本

　
　
　

報
告
者�

（
慶
應
義
塾
大
学
）
大
久
保
健
晴

�

（
国
立
台
湾
大
学
）
田　
　

世
民

　
　

第
3
セ
ッ
シ
ョ
ン　

日
本
思
想
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　
　

報
告
者�

（
神
戸
大
学
）
長　

志
珠
絵

�

（
学
習
院
大
学
）
小
平　

美
香

　
午
後
の
部

　
　

全
体
討
議

　
　
　

司　
　

会�

（
東
北
大
学
）
佐
藤　

弘
夫

�

（
学
習
院
大
学
）
松
波　

直
弘
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